
 
 

 

今までの箱は、端面より製品を出

し入れする形式でしたが製品の長

さ分引き出す必要があり、器具を

取り出し難い、という課題がありま

した。 

側面の一部を引きちぎると長手面が蓋

となり、開口できるようにしました。 

長手面全体を開口し、製品が容易に取

り出し出来るようにしました。 

開口部を合わせて、テープ貼りすること

で再梱包を可能にしました。 
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・ 医療器具は、欠品が許されず使用量も多
いため、長尺の特殊な箱でも手作りではな
く、機械生産対応できる形状の箱である必
要がありました。 

 
・ 開梱しても使用しない場合、同じ箱に入れ

てメーカーに返却するので再梱包できる構
造である必要がありました。 

 


